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神 田 修 悦
はじめに 回帰する形象
ロブー グ リエ文 学は反復 のデーモン に取 り愚かれ てい る。「ロブーグ リエ のテ クス トには驚
きは ない、それは意外性 とは正反対であ る2)」とJ.一C.ヴァレイ ユがいみ じくも述べてい る通 り、
そ こで問題 にな っているのは、つねに同 じシナ リオの再演(re-presentation)だといえ るだ ろ
う。そ して、 この起源 も終わ りもない シナ リオを支 え るもの こそが、《figuresobsessionnelles》
と呼び得 るものに他 ならない。 これは、個別 のテ クス トの枠組みを越えて、強迫的 ともいえ る
ほ ど執拗に回帰す る一連 の形象(figures)であ り、 ロブ=グ リエに固有 の 《figures-f6tiches》
ともいえ るものであ る。 これ らの形象を精神分析的視点か ら分析す ることで、 ロブ=グ リエ の
テ クス トを突 き動か してい る欲 望の構図、そ の幻想 のシナ リオ(scenariodufantasme)を描
出す るのが本論 の 目的であ る。
具体例 を少 しあげ るな らば、例えば物語空 間の トポスを担 う形 象 と して、寝室(chambre)、
廊下(couloir)、階段(escalier)とい った ものがあ る。何気ない舞 台装置に もみえ るが、 ロブ
=グ リエ の場合、それ らは書 く主体(sujetd'6criture)の様 々な欲 望やオ ブセ ッシ ョンが交差
す る特権 的な場であ って、重 要 な手掛か りとな る。全 テ クス トにあた るな ら、figuresobses-
sionnellesの総 計はお よそ100余りとな るが、それ らは大 き く4つ の枠組 みに分類す ることが
可能であ る。す なわ ち、「外部 と内部」(dehorsetdedans)、「母性 と父性」(lematerneletle
paternel)、「表層 と深み」(surfaceetprofondeur)、「出会 い と別離」(rendez-vousets6para-
tion)であ る。 これ ら4つ のカテ ゴ リーの うち、本論では3番 目の 「表層 と深 み」 について考
察 したい。
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Une fois de plus, c'est, au bord de la mer, à la tombée du jour, une étendue de sable fin coupée 
de rochers et de trous, qu'il faut traverser, avec de l'eau parfois jusqu'à la taille. [...1 Il 
n'est pas question d'essayer de nager dans ce tumulte. Il n'est pas question, non plus, 
d'hésiter longtemps sur la voie la meilleure. De toutes parts le niveau s'élève, les lames 
déferlent, la puissance des courants grossit. 
                                           (R, pp.11-12,1 G Yom. 1, Za )
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ものとして捉えることができる。ロブ=グ リエはそれを 「根源的欠如」《manquefondamental5)》
と呼ぶが、彼のエ クリチ ュールはその欠如の周囲を延々と俳徊するモノローグだとい うことも
できるだろう。さて、この埋めることのできない根源的欠如の正体を、われわれは 「他者の欲










って くるのである。図1は この主体と他者の欲望の相関関係を表 したものである。
図1-1 図1-2
Sujet?Autre ⇒ Sujeto Autre
↓
(phallusim劉ginaire)
図1-1に おいて、左円は主体、右円は他者=母 を表 している。重要なのは、それら2つ の
円が重なる中心の半月形の部分で、そこにある疑問符は、主体と他者両者の欲望を同時に満た
すことが可能であるかとい う、先の欲望の謎を図示 したものである。いいかえれば、他者の欲
望が同時に主体の欲望、つまり他者=母 によって自分が欲望されるとい うことが果た して可能
かとい う謎である。それが満たされれば、そのとき主体と他者の完全な合一 ・至福の融合が実




欠けた円、つまり欠如 した存在であ り、欠如 しているがゆえに、永遠に欲望することを宿命づ
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   L'océan, c'était le tumulte et l'incertitude, le règne des périls sournois où les bêtes 
molles, visqueuses, se conjugaient aux lames sourdes. Et c'est lui, précisément, qui emplis-
sait les cauchemars au fond desquels je sombrais dès que j'avais perdu conscience, pour me 
réveiller bientôt dans des hurlements de terreur qui ne suffisaient pas toujours à faire dis-
paraître ces fantômes aux formes brouillées, que je n'arrivais même pas à décrire. [...1 
Hallucinations, délire nocturne, somnambulisme intermittent, j'étais un enfant calme au 
sommeil agité. 
[...1 
   La pièce où j'avais mon lit, dans le modeste appartement parisien de la rue Gassendi, 
était séparée par une double porte vitrée de la salle à manger où maman restait lire, jusqu'à 
une heure avancée de la nuit [...1. Le rideau rouge translucide qui me laissait dans une 
obscurité relative était maintenu disjoint [...1. Quant aux spectres, ils apparaissaient en 
général juste en face de moi, dans l'angle du mur sous le plafond, du même côté que les 
vitres rouges; ils avançaient en ondulations régulières dans la partie pâle de la paroi [...1. 
Le dessin périodique du fantasme défilait de gauche à droite, en une série de volutes 
successives [... 1 . 
                                         (MR, pp.14-16,1 G Yom. 1, Z D)
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つ くことな く、ただひたす ら読書に没頭 してい るのであ る。
この光景 はある意味 で、 ロブ=グ リエ文 学の原光景、あ るいは原幻想(fantasmeoriginaire)
ともいえ るもので、複数 のテ クス トにそ の変奏を見 出す ことがで きる。 と りわけ、少年 と母を
分け隔てつつ、空間を2つ に仕切 るガラス扉 と赤い カーテン は、初期 の作品 よ りロブ=グ リエ
最大 のfiguresobsessionnellesのひ とつであ って、 同 じく赤い カーテン に執着 した画家 マグ リ
ッ トの絵 と共 に、 ロブ=グ リエ の偏愛 の対象 であ り続けて いる7)。さて、 この原光 景において
象徴的に表現 されてい るのは、少年 と母 との不可能 な関係性に他 ならない。つ ま り、それ 自体
がひ とつ の深淵に他 ならない母 の欲望 の謎に直面 した際 の主体 の不安 といえ るだ ろ う。少年 の
悪夢 であ るが、海(mer)に 飲み込 まれ るとは、す なわ ち母(mere)の欲望 の奈落 に引 きず
りこまれ ることと等価であ り、実際、悪夢 の淵で発せ られ る少年 の叫びに母は無関心で答え る
ことは ないだ ろ う。先に図1-2で 紹介 した ラカン の図式を下敷 きに して、 この原光景を図示











左 円は少年 であ る 「私」、右 円は母を表 し、両者 の間 には虚無(空 集合)が 穴 を穿 ってい る。
虚無 の手前には 「赤い カーテン 」が引かれてい るが、それが半開 きであ ることに注 目したい。
つ ま り、そ の僅か な開 口部(entrebaillement)を通 して、少年に よって今 まさに奈落が垣間見
られてい るのだ とい うことであ る。幽霊 の出現は この虚無が まさに露呈 しつつあ ることのメタ
フ ァーであ って、そ して、そ の開 口部 の奥に見え るものこそが母に他 ならない。重要 なのは、
この原幻想が ロブ=グ リエ文学 の、そ の特異 な トポ ロジーに深 く影響を及ぼ してい る点であ る。
先述 した通 り、物語はつねに 《auborddelamer/mere》、す なわ ち、何 らか の形で母性 の磁
場 の影響下で展開 してい るとい って も過言では ない。 また、作中人物 の多 くが、外部か ら隔て
られた 内部、閉所に 自身を幽閉す るが、 これは主体 と他者=世 界 の間に虚無が介在 し、一歩 も
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2.ヴ ェー ルの 論 理
表層 と深み の問題に戻 ろ う。 ロブ=グ リエ のテ クス トにおいて、主体が何 よ りも恐れ るのは
カーテン の向こ う側 の領域で、主体はつねにそ の手前に留 まろ うとす る。 ところで、そ の様 な
状 況は フェテ ィシス ムのそれ と酷 似す る。 フ ェテ ィシス トた ちが恐 れ るの もまた 向 こ う側
(au-deli)、つ ま り母におけ るphallusの不在であ る。objet-f6ticheとは この不在 か ら身を守
って くれ る一種 の護符 ともいえ、 フ ェテ ィシス トはそ の表層に耽溺 し、表層が彼 らの幻想 の糧
となるのであ る。 フ ェテ ィシスムの ロジ ックの本質は、不在であ ると知 りなが らもそれを否認
し、空 しく実在を信 じ続け よ うとい うそ の両義性にあ る。そ のために、逆に彼 らは ど うしよ う
もな く虚無 に魅 入 られ、いつ まで もそ こに釘 づけ とな って しま うのである9)。フェテ ィシスム








フ ェテ ィ ッシュとは、不在 ・虚無 の前に置かれ た ヴェール(voile)、カーテン(rideau)の
様 なものであ り、 ヴ ェールを被せ られ ることで不在は隠 され、逆にそ の向こ う側に何かが実在
している よ うな錯覚を与え る仕掛 けがそ こにあ る。 こうして、不在(Rien)は実在(Objet)
へ とす りかえ られ、逆説的であ るが、 ヴ ェールが フ ァル スの実在を幻想 の うちに保証す るわけ
であ る。 しか しヴ ェールが剥が され ると、実在はた ちまち不在へ と立 ち戻 り、 こ うして ヴ ェー
ルをめ ぐりabsenceとpr6senceの絶え間 ない交代劇が演 じられ ることに なる。 ロブ=グ リエ
において も然 りであ る。彼 のテ クス トを構造化 してい るのは、 同様 の ロジ ックであ り、それを
在 と不在 の絶え間 ない交代劇 と して読み解 くことが可能 なのであ る。先 の図2を ヴ ェール のシ
ェマと重ね ると、図4の 様に なる。
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偶然 の一致に しては 出来過 ぎだが、 ヴ ェール のシ ェマと同様、 ロブ=グ リエにおいて も重要
な役割を果たす のは、中心 の虚無を覆い隠す カーテン であ る。ただ、そ のヴ ェールは開いてい
て、今 まさに在が不在へ と転落 しよ うと してい るところだ といえ るだ ろ うか。そ の 「赤い カー
テン 」 の開 口部 は、女性 のsexeを隠喩的 に図象化 した もの とも考 え られ る。 フロイ トは母 な
る女性 のsexeをメ ドゥーサ に喩 えたが、 ここで問題 にな ってい るのは メ ドゥーサ との遭遇で
あ り、 いわば ロブ=グ リエのテ クス トにおけ る 《scene-limite》、す なわ ち、恐怖 のためにそれ
以上先に進む ことので きない、限界点 と して のsc6neに他 な らない11)。また、そ こに こそ まさ
に、 この 『戻 って きた鏡』 冒頭 の就寝 の場面 を原光景だ と考 える所 以があ る。 ロブ=グ リエ
のエ クリチ ュールは何度 とな くこのsceneへと回帰を繰 り返す のだが、 ロブ=グ リエ のテ クス
トこそは、 この原光 景に対す る不 断の埋め合わ せ、そ の 《compensation》の試み であ ると考
え ることもで きるだ ろ う。つ ま り、いかにそれを乗 り越え、制御す るか とい うことであ る。
さて、 フ ェテ ィシスムの ロジ ックを支え なが ら、そ の様 な試みを可能にす るものと して、様
々な形象 をあげる ことがで きる。「赤 い カーテン 」(rideaurouge)を始 め と し、扉(porte)、
仕 切 り壁(cloison)、窓(fenetre)、ガ ラス ウ ィン ドー(vitrine)、鏡(miroir)、絵 画
(tableau)、写真(photo)などがそれ に当た るが、 いずれ も空 間を仕 切 る境界線(borne)と
して の機能を果た し、不在を在に代えて投影す る遮断幕 《paroL6cran》であ るとい うことがで
きる。 これ らのfiguresobsessionnellesのうち、 ここでは扉(porte)の形象に焦点を絞 り、2
つ のテ クス トを分析 の対象 と して考えてみたい と思 う。
3.『覗 く人』 と対象c
まず第一に、1955年に発表 されたr覗 く人』(L.y砂θ%7)について考えたい。 このテ クス ト
を導 いている ものは、扉へ の偏執 《hantisedeporte》とい うべ きものに他 な らない。 主人公
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La peinture vernie, refaite de fraîche date, imitait à s'y méprendre les veines et 
irrégularités du bois. D'après le son qu'elle venait de rendre, on ne pouvait douter que sous 
cette couche trompeuse la porte ne fût de bois véritable. A hauteur du visage, il y avait 
deux noeuds arrondis, peints côte à côte, qui ressemblaient à deux gros yeux ou plus 
exactement à une paire de lunettes. 
                                                       (LV, p.36)
ロ ブ=グ リエ の テ ク ス トに お け る 《figuresobsessionnelles》
さらにここで重要な役割を果たすのは、主人公の少年期の記憶 の中に登場する紐(ficelle)の
コレクションのエ ピンー ドである。遠い昔、少年は紐を収集 し靴箱の中に大切に しまっていた
のだが、それは少年の母によって取 り上げられ、寝室の整理箪笥の扉の向うに しまわれて しま













失されてもうない」、あるいは 「つねにすでにそこにない」 とい う点にある。 しか し 「失われ











Un instant, il lui sembla la reconnaître, comme un objet qu'il aurait lui-même perdu très 
longtemps auparavant. Une cordelette toute semblable avait dû occuper une place impor-
tante dans ses pensées. Se trouvait-elle avec les autres dans la boîte à chaussures? 
                                                       (L V, p.10)
Au-dessus du lit, un tableau à l'huile [...1 figurait un coin de chambre tout à fait analogue: 
un lit bas, une table de chevet, une peau de mouton. A genoux sur celle-ci et tournée vers le 
lit, une petite fille en chemise de nuit est en train de faire sa prière, courbant la nuque et 
mains jointes. C'est le soir. La lampe éclaire C...1 l'épaule droite et le cou de l'enfant. 
                                                     (LV, pp.68)
神 田 修 悦
4.対 象cと その運命 『迷 路のなかで』
ロブ=グ リエとしては5作 目の小説、『迷路のなかで』(D雌師θlabyrinth)1よ、同じくラカ
ン的視点から眺めれば、『覗 く人』で上演 された幻想のシナ リオを受け継 ぐテクス トとして捉



























一人でいる」は有名だが、これはすでに指摘 した ロブ=グ リエ特有の幽閉のイマージュであ り、
外の他者の世界から遮断され、疎外 されているとい うオブセ ッシ ョンがそ こにある。 しか し
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Voici que la trace s'arrête, brusquement, devant une porte toute semblable aux autres, 
mais dont le battant n'est pas complètement clos. 
                                                       (DL, p.117)











ンを表す。「自身が何者であるのか」 とい う問いかけに対 し、その答えを求めて主体は延 々と
このシニフィアンの連鎖の上を引き回されてゆ くだろう。そのたびに主体は彼の問いに対する





である(図7-2参 照)。扉を自らに課 し、それを一種のおとりとして、主体は次 々と開けて
ゆ くが、そこには何もない。む しろ、発見の失敗こそが次なる扉へと主体を誘 うのである。つ
ま り、「そこにない」 とい うことが、それが 「どこかよそに必ずある」はずだ とい うことの証
しとなるわけである。
ロブ=グ リエの小説の常にならい、 目指すべき理想の 《d6positaire》は女性である。眩量に
も似た語 りの構造とあいまって、兵士は無数の扉の前に仔み、敷居を越えて行 く。半開きにな
った扉の向こう、建物の奥深 く、増殖する扉の迷宮の果てで、兵士は箱の受取主とおぼ しき女






Je suis en train de refermer la porte derrière moi, lourde porte de bois plein percée d'une 
petite fenêtre rectangulaire, étroite, tout en hauteur, dont la vitre est protégée par une 
grille de fonte au dessin compliqué C...1 qui masque presque entièrement. 
                                        (PR, p.7, 16 eK~1,Z)
神 田 修 悦
あ る13)。それゆえ この シナ リオ こそは、 ロブ=グ リエ のテ クス ト創造を読み解 くひ とつ の重要
な導線であ るといえ る。前掲 の図7の1及 び2に 従 うならば、 ロブ=グ リエ のテ クス トは、蚕
気楼 のよ うな最終的 なシニフ ィエを求めて積み重ね られてゆ く、 シニフ ィアン の無限 の連鎖で
あ るとい うこともで きるだ ろ う。そ して、 テ クス トの中で、現実に このシニフ ィアン と して機
能す る ものが、 フ ェテ ィッシュとして の形象 である一連の 《figuresobsessionnelles》に他 な
らない のであ る。
おわりに
本論においては、ラカンの概念装置を参照 しながら、 ロブ=グ リエのテクス トへのアプロー
チを試みたが、 しか しこれは、ラカンの理論が ロブ=グ リエに応用され得るといった単純なこ
とでは決 してない。む しろ、同時代を生きた両者の仕事は共時的に捉えられるべきであって、
どちらか一方が他方の解読格子となるわけではない。ラカンの理論はオリジナリティーに富ん
だものだが、様々な概念を駆使 しつつ彼が発見 したものを、 ロブ=グ リエもまた独自の視点に
より、無意識的であるに しろすでに感 じ取っていて、テクス ト創造のうちに実現 していたと考
えるべきであろう。小説形式の革新とい う、 ロブ=グ リエが果た したとされる文学史的事象は
表層のものであ り、より深いところにおいて、彼の仕事はラカンに匹敵するある普遍性を獲得
していたとわれわれは考えたい。そ してそこにこそ、 ロブ=グ リエ文学の最大の魅力と、テク
ス トの快楽があるといえるだろう。
注
1)本 論 は カ ン大 学 に 提 出 した 博 士 論 文 《L6sFigure,0わS6∬∫0%%6〃6S磁%S16Sα～%%6S1∫'協α〃εSd,Ro肋6-
Grille》(Universit6deCaenBasse-Normandie,U.F.RdesSciencesderhomme,2002)の第3部 を も
とに 、 さ ら に発 展 させ た もの で あ る。 な お 、 本 文 中 に 引 用 した ロブ ニ グ リエ の テ クス トに つ い て は 、
以 下 の 略 号 を 用 い て 表 記 す る こ と とす る:1(砺R@6∫46,Minuit,1978),Ly'(L,レ砂6%7,Minuit,
1955),D1(Danslelabyrinth,Minuit,1959),班(ProjetpourunerevolutiondNeeyO娩,Minuit,
1970),1駅(L61協70〃興 〃 ω ∫魏,Minuit,1984).
2)Jean-ClaudeVareille,.4嬬%Roわわ6-G7∫〃6'1ゼ加朋 、彰,Paris,Nizet,1981,p.122.
3)ロ ブ ニ グ リエ に お け る水 や 液 体(liquide)の形 象 は 実 に 多 様 で あ る。 トポ ス と して は 、 海 は も と よ り、
沼(mar6cage)、泉(bassin)、水 溜 り(flaque)等を あ げ る こ とが で き る。 視 線 を遮 る濁 った 水 や 、
「ね ば ね ば 」(visqueux)とした 液 体 は不 安 の 対 象 で あ り、血 の 形 象 と も連 関 しな が ら、 ひ とつ の 巨
大 な セ リーを 形 成 す る。
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ロ ブ=グ リエ の テ ク ス トに お け る 《figuresobsessionnelles》
4)海 へ の 偏 執 とそ の 両 義 性 は 、 『戻 って きた 鏡 』 に お い て 頻 繁 に言 及 され 、 例 えば そ れ は 、 《tentation
mortellequivaconfondrel'an6antissementaveclajouissancesupreme,lapertedeconnaissanceavec
r6panouissement,bient6tled6sespoiraveclabeaut6derame》(M1,p.3)と表 現 され る。
5)Cf.。昭 ～,p.4.
6)こ の 点 に 関 連 して 、 当 然 な が ら ロ ブ ニ グ リエ に お け る母 性 と父 性 の 問 題 を 明 確 に して お く必 要 が あ る。
た だ 、 そ れ だ け で ひ とつ の論 を な す 大 きな 主 題 で あ るだ け に 、 こ こ で はふ れ る こ とが で きな い 。 前 掲
の 博 士 論 文 ・第1部 お よび 第2部 に お い て 詳 説 した の で 、 参 照 願 い た い 。
7)LaBellecaptivと題 され た ル ネ ・マ グ リ ッ トの 作 品 は 特 に 重 要 で あ る。 砂 浜 の 上 に 引 か れ た 赤 い カ ー
テ ン の隙 間 か ら海 が み え て い る。 そ の情 景 は ロ ブ ニ グ リエ の想 像 力 を 刺 激 し、 『囚 わ れ の美 女 』 を 生
ん だ と考 え られ る。 赤 い カ ー テ ンは そ の 色 と形 か ら、 女 陰 を 想 起 させ る と と もに 、 劇場 の鍛 帳 と も無
縁 で は な く、 幻 想 の シ ナ リオ を 上 演 す るた め のfantasmagoriqueな装 置 で あ る と も考 え る こ とが で き
るだ ろ う。
8)こ こに お い て 、 ロ ブ ニ グ リエ に おけ る 内部 と外 部 の 問 題 系 が 浮 上 す る(博 士 論 文 第1部 参 照)。 一 例
を あ げ れ ば 、r覗 く人 』 に お け る少 年 期 の マ チ ア ス、r嫉 妬 』、r迷 路 の なか で』、r黄 金 の三 角 地 帯 』 の
語 り手 た ち な ど、 外 部 か ら隔 絶 した 独 房 や 幽 閉 の イ マ ー ジ ュは 枚 挙 に い と まが な い 。
9)こ の点 に関 して は ドー ル の研 究 に詳 しい(Cf.Jo61Dor,StructureetPerversio;,Paris,Deno61,coll.
《L'espaceanalytique》,1987).
10)JacquesLacan,L6S6〃z伽α〃 1「1ろSeuil,1994,p.156.
11)ラカ ンは こ の様 なsceneこそ が 《souvenir-6cran》で あ り、 そ れ を 「物 語 が 中 断 し凍 りつ く」 特 権 的
な モ ー メ ン トと して 捉 え て い る(《uneinterruptiondel'histoire,unmomentohelles'arreteetsefig.》,
砂6∫ちp.157).他方 、 ア ス ンは 独 自 の視 点 よ りそ れ を 《arret-sur-image》と評 し、 興 味 深 い フ ェ テ ィ
シ ス ム論 を 展 開 して い る(Paul-LaurentAssoun,L6ρo%sρ釧6伽%の 吻 鰐 ∬%7L〃6即 短6'Z醐o㍍,tome
2,Anthropos,1995,p.14).
12)Cf.Ae-YoungChoe,LeVoyeurdlecout,Paris,P.U.F.,coll.《Letextereve》,1996.この 箪 笥 の 内部
の 薄 暗 い 閉 域 は 、70年代 以 降 、 ロ ブ ニ グ リエ に 頻 出 す る洞 窟 や 地 下 世 界 の イ マ ー ジ ュ と無 縁 で は な い 。
洞 窟 や 地 下 世 界 は 廃 嘘 の イ マ ー ジ ュ と も結 び つ くが 、 海 と同様 、 「深 み 」 を 具 現 す る形 象 に他 な らな
い(博 士 論 文 第4部 参 照)。
13)『コ ラ ン トの 最 後 』 の 結 末 部 を 思 い 出 した い 。 コ ラ ン トは そ れ が 罠 だ と知 りな が ら、 空 虚 と闇 が 広 が
る地 下 空 間 へ の 扉 を 開 け る と ころ で 、 物 語 は 閉 じるの で あ る。
(かんだ ・しゅうえつ 国際言語学部助教授)
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